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DCMホーマックの森 編

　

Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ
ク
株
式
会
社
（
本

社
：
北
海
道
札
幌
市
）
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
尾
花
沢
市
銀
山
温
泉
の
山
の
神

神
社
周
辺
で
「
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ
ク
の

森
」（
や
ま
が
た
絆
の
森
）
の
活
動
を

始
め
、
植
樹
用
ポ
ッ
ト
「
カ
ミ
ネ
ッ
コ

ン
」
を
用
い
て
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
森
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
内
店
舗
の
従
業
員
が
中
心
と
な

り
、
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
組
み
立
て
、
苗

木
を
移
植
し
、
１
か
月
程
度
水
や
り
を

し
て
根
を
生
長
さ
せ
、
現
地
に
植
え
ま

す
。
初
年
度
に
植
え
た
木
の
中
に
は
、

大
人
の
背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
生
長
し
た

も
の
も
！

 

同
社
は
経
営
方
針
の
中
に
「
地
域
と

環
境
に
共
生
す
る
」
を
掲
げ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
を
通
し
て
実
践
を
続
け
て
い
ま

す
。
植
樹
活
動
は
８
年
目
と
な
り
、
関

東
、
東
北
、
北
海
道
で
45
か
所
を
数
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

－－

地
元
の
皆
さ
ん
と

　
　　
　

協
働
で
の
活
動
で
す
ね

－－

今
後
の
抱
負
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

森
の
よ
う
に
戻
し
た
い
と
植
樹
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
従
業
員
が
、
植

樹
を
し
た
り
、
巻
尺
を
使
っ
て
木
々
の

生
長
を
記
録
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
村
山
森
林
組
合
さ
ん
に
お
手
伝

い
い
た
だ
い
て
下
草
刈
り
を
行
っ
た
ほ

か
、
苗
木
が
生
育
す
る
よ
う
、
そ
し
て

境
内
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
、
草
刈
り

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
の
神
神
社
前
の
広
場
を
周
囲
の

　

活
動
開
始
当
初
よ
り
、
尾
花
沢
幼
稚

園
の
園
児
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
植
樹
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
苗
木
を
園
庭

で
し
ば
ら
く
育
て
、
植
付
け
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
名
高
い

銀
山
温
泉
に
は
、
全
国
か
ら
大
勢
の
お

客
様
が
お
見
え
に
な
る
の
で
、
銀
山
温

泉
組
合
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
、
観
光
客

の
方
か
ら
も
、
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
作
っ

て
ブ
ナ
な
ど
の
苗
木
を
移
植
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

な
ど
は
と
て
も
満
足
そ
う
に
し
て
い
ま

す
。
銀
山
温
泉
で
の
昼
食
や
入
浴
も
、

参
加
者
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

初
回
の
植
樹
会
の
記
念
写
真
が
全

国
の
「
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ
ク
の
森
」
の

表
示
看
板
に
イ
メ
ー
ジ
写
真
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、
札
幌
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
も
あ
っ
た
り
と
、
人
気
の
植
樹
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
同
じ
銀
山
温

泉
近
く
の
青
年
の
山
に
植
樹
場
所
を
移

し
、
新
た
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
尾
花
沢
市
を
は
じ
め
、
山
形
県
で

の
植
樹
・
育
樹
活
動
を
継
続
的
に
実
施

し
、
森
が
大
き
く
育
っ
た
ら
、
森
林
空

間
を
活
用
し
た
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教

育
の
場
に
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。

－－

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
で

　
　
　
誰
で
も
気
軽
に
森
づ
く
り

　

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
と
は
、
再
生
段
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
、
組
み
立
て
式
の
六
角
形
の
紙

ポ
ッ
ト
で
す
。
水
で
ぬ
ら
し
た
古
新
聞
を

つ
め
、
培
養
土
と
苗
木
を
入
れ
て
育
て
、

森
を
つ
く
り
た
い
場
所
に
ポ
ン
と
置
く

だ
け
。
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
は
何
年
か
後
に
は

土
に
戻
り
ま
す
。〝
カ
ミ
で
ネ
ッ
コ
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
守
る
〞
と
い
う
目
的
で
、
植

物
の
育
ち
に
く
い
荒
れ
地
や
乾
燥
地
な

ど
で
も
苗
木
が
育
つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ

た
も
の
で
す
。
組
み
立
て
た
カ
ミ
ネ
ッ

コ
ン
に
は
、自
由
に
絵
を
描
い
た
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
り
し
て
苗
木
に
想
い

を
託
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
よ
。

－－

活
動
の
内
容
は
？

－－

参
加
者
の
反
応
は
？

　

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
は
ど
な
た
で
も
簡
単

に
植
え
る
こ
と
が
で
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
植
樹
が
完
了
し
て
し
ま
う
の
で
、

「
も
う
終
わ
り
？
」
と
残
念
が
る
参
加

者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
作
り
か
ら
参
加
さ
れ
た

方
は
、
ご
自
身
の
苗
木
を
使
っ
て
森
づ

く
り
を
し
た
と
き
や
、
そ
の
植
え
た
木

が
大
き
く
育
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
き

企業だって づくり♪

企業だって森づくり♪Series Plan * *

担当者の声

DCMホーマック㈱CSR 委員会

齊藤 廣明 さん

★ やまがた絆の森プロジェクト ★
企業等と森林所有者と県との三者協定による森づくり活動。現在、32企業・団体、27か所で活動を展開中。

DCMホーマックオリジナルエコバッグを抽選で 30名様にプレゼント。
詳しくは P11をご覧ください。

読者
プレゼント

春のご
ちそう

編森の恵
み

森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森

ミズタタキ

ミズの炒めもの

7

＜ひらた里山の会の活動＞
　里山の再生と魅力発信をテーマに、小学校や企業など、
多くの方と深く連携しながら、里山の森林整備活動、山野
草料理教室やキャンプ・トレッキングなどによる交流活動、
間伐材を活用した製品の開発など、多彩な活動を行ってい
ます。詳しくはひらた里山の会Facebookをご覧ください。

問ひらた生涯学習センター　☎0234－54－2211

－下処理の方法－
①茎は葉を取り除き、水洗いをする。
②葉っぱの方から皮をむく。ちょうど良い長
さで折りながらむくと、きれいにむける。

－保存方法－
①下処理をしたものを、ビニール袋に入れて
冷蔵庫で保存。（保存期間は２～３日）

②下ゆでしたものを容器に入れ、全体にかぶ
る程度に塩をふり、重しをする。（保存期間
は約1年）

森の恵みSeries Plan * *

よく見られるところ：沢沿い、湿ったところ
採れる時期：４月中旬～９月中旬

認定ＮＰＯ法人 ひらた里山の会
（平成27年度みどり環境公募事業実施団体）

石黒 初枝 さん

山友直売
(山菜取り扱い店 )

代表 阿部 清志 さん
問山友直売　☎ 0234－54－2885

食べ方：煮物、炒めもの、ミズタタキ（茎を刻んで
　　　　とろろのようにすること）、おひたし、つけもの

①ミズの実を洗い、さっと湯に通す。
　鮮やかな緑色になったら取り出す。
②ミズの実を容器に入れ、めんつゆ
　をかけ、漬けこむ。

特徴：春から秋までの長い期間食べられる山菜。
ぬめり気があり、非常にみずみずしい。
葉っぱは春のやわらかいうちに、茎は春
が旬で秋頃まで食べる。秋にはあずき色
の実がなり、漬けものなどにして食べる。
実は熟すと、羽子板の羽根のように葉っ
ぱと一緒に地面に落ちる。

ミズ・アカミズ
和名：ウワバミソウ

ミズの実のつけもの

！わからない山菜は絶対に採らないようにし
ましょう。
！立ち入り禁止のところには絶対に入らない
ようにしましょう。

－山菜を採るときの注意点－

里山には食べられる植物がたくさん！
　　　足元をよ～く観察してみましょう

ミズの実！
取材にご協力いただいた方々

ひらた里山の会 検 索


